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Ⅱ.『緑に包まれた暮らし心地のよい都市』の実現
１. みどり豊かな住環境の創出

基
本
計
画

緑道の整備状況（平成12年3月31日現在）

資料：都市計画課

（１）美しい景観づくり

現状および課題

本町では、平成1 1年度に緑の基本計画を策定し、平成2 7年度を目標に緑地の保全

および緑化の推進にかかわる方針を定めました。これまで、道路や公共施設などの

緑化、緑道の整備などを進める一方、町花木“ツバキ”の普及、生け垣設置への助

成などによる住民活動への支援を実施します。

今後は市街地の緑化活動に加え、建築物やサインなどを含めた街並み景観づくり

にも力をそそぎ、緑豊かな環境と秩序ある美しい景観の中で暮らせるまちの実現が

課題となります。特に、公共施設や道路などの公的空間において先導的に取り組み

ながら、住民や企業などの民間による人と自然が共生するまちづくりをめざし、美

しい景観づくりを進めていくことが大切になります。

緑化関連

緑化関連

サイン：看板や標識



67

Ⅱ.『緑に包まれた暮らし心地のよい都市』の実現

基
本
計
画

66

１. みどり豊かな住環境の創出

都市公園の状況（平成12年3月現在）

資料：都市計画課

（２）憩いの空間づくり

現状および課題

本町には、野々市中央公園と2つの史跡公園に加え、公園や緑地が8 3ヵ所あり、集

い、憩える場として利用されています。特に、これまでは土地区画整理事業による

4 4ヵ所の住区公園の整備を進めてきましたが、依然、住民１人あたりの都市公園面

積は6．4㎡と国が示す水準よりかなり低い状況にあります。

現在、都市公園は、都市防災や都市環境の維持、都市景観の形成、健康・レクリ

エーション空間など、さまざまな役割を果たすとともに、地域住民が交流し、地域

のにぎわいを形成する場としての期待が高まっています。

本町においても、子どもから高齢者までのだれもが利用できる都市公園づくりに

加え、未利用地や河川敷を活用したポケットパークや親水空間の整備を進め、暮ら

しの中にゆとりとうるおいのある環境を充実し、暮らしよさを高めていくことが大

切となります。

住 区 公 園：自宅からの徒歩圏内にある身近な公園

ポケットパーク：道路の沿道や住宅地や団地などでの小規模な公園や憩いの空間
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２．快適な生活基盤づくり

水道の普及状況

資料：水道課

（１）安定的な水の供給

現状および課題

本町では、第4次拡張事業に基づいた上水道施設の整備促進に努め、自己水源によ

る地下水と県水の受水による安定的な水の供給をめざしています。

しかし、土地区画整理事業などによる都市化の進展や住民ニーズの多様化などに

的確に対応していくためには、有限性・公益性をもつ水資源の保全と確保に努めな

がら、将来にわたり安全で質の高い水を提供することが課題となります。さらに、

災害時における給水体制の強化や信頼度の高いライフライン機能の強化、効率的な

維持管理や施設整備を推進していくことが必要となります。
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２．快適な生活基盤づくり

公共下水道の整備状況

資料：下水道課

（２）生活排水の適正な処理

現状および課題

本町では、犀川左岸流域下水道事業と公共下水道事業を進めるほか、未整備区域

における合併浄化槽の設置を促進し、生活排水の適正な処理に努めています。

今後は、現在取り組んでいる下水道事業を計画的に推進する必要があります。特

に、整備面積の拡大や維持管理などに伴う財源の確保が課題となっており、下水道

の普及や施設の維持管理体制の強化などが重要となります。また、発生汚泥の減量

化や資源としての活用など、幅広い視野に立った環境保全活動への取り組みも進め

る必要があります。

下水道関連



（１）ごみの減量化と資源化の推進

現状および課題

本町では、分別収集体制の充実や広域的な体制によるごみ処理を進めるとともに、

生ごみの減量化や資源回収などの住民活動を促進し、ごみの適正な処理による環境

保全に努めています。特に、資源収集については、缶・ビン・ペットボトルの収集

をステーション方式と拠点収集で実施し、回収量も増加傾向にあるなど、住民の暮

らしの中に定着しつつあります。

ごみ処分場をもたない本町では、快適な居住環境の確保に加え、できる限りごみ

を出さない暮らしを実行していくことが重要となります。特に、資源を出すだけで

はなく、再利用・再活用したリサイクル商品やエコ商品を購入するなど、資源が循

環する行動を働きかけ、循環型社会の実現を図る必要があります。
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３．環境に配慮したまちづく
り

リサイクルボックス：びん、缶、ペットボトルなどの資源を回収する箱のこと。

Ｎ Ｐ Ｏ：利潤を上げることを目的としない活動を行う特定非営利活動法人のこと。

資源回収状況
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３．環境に配慮したまちづくり

（２）環境保全対策の推進

現状および課題

地球環境の問題が議論される中、本町においては、環境美化対策や公害対策など

の取り組みを進める一方、全庁的な体制のもと、環境保全型のまちづくりにむけた

研究を進め、都市づくりの方向を模索しています。

今後は、これら検討結果を都市づくりに活かしつつ、後世代に責任をもって行動

していくことが課題となります。特に、環境基本計画を策定して環境保全への明確

な方針を定め、長期的な視野のもと、まち全体が地球環境や地域環境に配慮しなが

ら行動する都市を築くことが重要となります。

美化活動風景
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４．安心して暮らせるまちづくり

救急出動件数

資料：松任石川広域事務組合野々市消防署

（１）消防・防災対策の強化

現状および課題

本町では、松任石川広域事務組合による広域的な体制に加え、地域住民による消

防団体制のもと、時代や地域の実情に即した消防・防災体制を整えています。しか

し、車社会の定着や高齢化の進行などを背景に、交通事故や急病などの救急業務が

増加傾向にあります。加えて、宅地化が進むとともに、緊急時における対策の強化

が課題となります。

今後は、常備消防力を強化するとともに、火災・水害時における避難体制や災害

の未然防止対策に力をそそぐ必要があります。特に、河川整備をはじめ、市街化の

拡大などに対応した適正な雨水対策など、都市型水害対策を強化する一方、災害や

急病時などでの初期対応力を高め、地域全体の協力体制を強化することが大切とな

ります。

救急車・消防車

改修済写真

川改修工事風景
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４．安心して暮らせるまちづくり

刑法犯罪発生数および検挙数

資料：松任警察署

（２）安全対策の強化

現状および課題

本町では、交通量の増加とともに、通過交通の多い国道での事故をはじめ、町道

などの生活道路における子どもや高齢者を中心とした歩行者や自転車事故がめだっ

ています。また、社会環境の悪化や情報の氾
はん

濫などを背景に、犯罪発生件数は増加

傾向にあり、交通事故とともにこれら安全対策の強化は今後の大きな課題となって

います。

今後はより一層、事故や犯罪が発生しにくい環境づくりに地域が一体となって取

り組み、安心して暮らせる地域づくりを進めていくことが重要となります。

道路別交通事故発生状況

資料：松任警察署
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４．安心して暮らせるまちづくり

（３）消費者保護対策の推進

現状および課題

本町においては、県との連携のもと、消費者保護に向けた情報提供や意識啓発な

どの対策に取り組んでいます。しかし、近年では、悪徳商法や電子商取引などによ

る消費者被害が急増し、高齢者や若者の被害がめだち、大きな社会的問題となって

います。

今後は、社会情勢に応じた情報提供を進め、消費者が受けるリスクの可能性の理

解を高めるなど、住民が被害者とならない未然防止対策を進めていくことが重要と

なります。

電子商取引：インターネットなど、コンピューターのネットワークの上で行われる取引


